
詳細は博物館にお問い合わせいただくか大昆虫博ウェブサイトをご覧ください
TEL 093-681-1011 大昆虫博ウェブサイト http://mushi-expo.jp

※（　　）内は団体30名以上のお一人様料金です。

入場券は、セブンチケットでも
お求めいただけます。

（セブンコード ： 055-243）

セット券 常設展＋大昆虫博 大人 1,100円（1,000円） 高・大生700円（640円） 小・中生500円（460円）

大人 800円（640円） 高・大生500円（400円） 小・中生400円（320円）大昆虫博観覧料

2017 年 7月
vol.262

北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

6月12日（月）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



15 2017.Julyかるかるかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

かがやけ！第15回えがおの輪ワンコインコンサート 1㈯ 13:00
12:00開場

￥500
※6歳未満無料

百瀬ミュージックボランティアグループ
093(962)7977

第16回北九州民謡民舞音楽祭 30㈰ 11:00 大人 ￥1000 民謡俊潮会
093(592)7386

中
劇
場

K-POP&K-POPカバーダンスコンテスト2017　九州大会 1㈯ 15:00 無　料 駐大阪韓国文化院
06(6292)8760【オ】

北九州子ども劇場7月乳幼児部・低学年部・高学年部合同例会
「森のオト」（ロバの音楽座） 2㈰

15:00 会　費
※子ども劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州子ども劇場
093(884)383418:30

北九州市民劇場7月例会　劇団 昴「ラインの監視」

4㈫ 18:30

会　費

※対象：小学生以上　
※北九州市民劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州市民劇場
093(541)0075

5㈬ 13:30

6㈭
13:30
18:30

7㈮～9㈰ 13:30
10㈪ 12:30

Bloom　ヴァイオリンとフラワーデザイン　魅惑の協演 16㈰ 14:00
13:15開場

一般 ￥4000 花匠　山本生花店　花の教室
093(652)0884【山本】

LIP BABY DANCE CONTEST 2017
DANCE BATTLE with HEAD HUNTER 福岡大会 22㈯ 12:30

一般 ￥2500　子ども ￥1500
※子どもは3歳以上の未就学児　
※2歳以下無料　※当日一般￥500増

Styleflavor DANCE CENTER 小倉校
093(582)4000

劇団民藝「黒い雨」
23㈰ 15:00 大人 ￥2000　子ども ￥1000

（会員のみ）

※対象：小学生以上
※北九州市民劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州市民劇場
093(541)0075

24㈪ 18:30

子供のためのシェイクスピア「リア王」
わかりやすくて面白い。子どもも大人も楽しめる人気シリーズ。 28㈮ 14:00

大人 ￥4000
子ども(中学生以下) ￥1500

親子 ￥4800
高校生〔的〕チケット ￥1500

北九州芸術劇場
093(562)2655

京築神楽　北九州公演 30㈰ 14:00 無　料
※11:30から入場整理券配布

京築連帯アメニティ都市圏推進会議事務局
(福岡県広域地域振興課)

092(643)3178

小
劇
場

美智子とゆかいな仲間たち vol.5
～真珠は輝きをまして～ 1㈯ 14:00 無　料 office美智子とゆかいな仲間たち

093(372)0693

劇団ヒロシ軍　第14回本公演　10周年記念公演
「誰かのための立ち位置」
長崎県・諫早を拠点に活動する劇団。第14回公演、旗揚げ10周年公演。

15㈯
14:00 一般 ￥2500

高校生以下 ￥1000

※当日￥500増

劇団ヒロシ軍 
 080(1772)700619:00

16㈰ 14:00

ピアノ発表会「たのしい♪ねいろ」 19㈬
１部

15:30
無　料 幼児音楽教育センター

093(931)0026【城野】2部
18:30

アナのはじめての冒険 
 “One Morning I Left…” (fromチリ)
小さな子どもも楽しめる海外作品。ラテンの音楽に乗って旅にでかけよう。

22㈯～
23㈰ 13:00

大人 ￥2500
子ども(0歳～高校生)  ￥1000

親子 ￥3000
北九州芸術劇場
093(562)2655創

造
工
房

Mr.バンクの魔法のガラクタ ～石・棒・折れた骨～
 “Sticks Stones Broken Bones” (fromオーストラリア)
身の回りのガラクタを組み合わせて作り出す、楽しく愉快なパペットショー。

15㈯～
16㈰

11:00
10:45開場

大人 ￥2500
子ども(4歳～高校生)  ￥1000

親子 ￥3000
※対象：4歳以上

14:00
13:45開場

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始北九州芸術劇場 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

グループYわい水彩画展
絵画

5㈬～11㈫
10:00～18:00 無　料 グループYわい水彩会

093（962）0305

白龍日本画展
絵画

12㈬～18㈫
10:00～18:00 無　料 白龍日本画会

093（962）2470

和紙ちぎり作品絵
工芸品 19㈬～25㈫ 無　料 しゅんこうの和紙ちぎり絵

090（1349）1971

みちべの彩　淡彩画作品展
絵画 7/26㈬～8/1㈫ 無　料 みちべの彩

090（8764）8063

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場
市民ギャラリー 



14
ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

西南女学院高等学校音楽部OG会・ジョイントコンサート
ソプラノ:谷石奈緒子・片山美紀、アルト:矢野依子(予定)　ほか 2㈰ 14:00

無　料
(要整理券)

※対象：小学生以上　※全席自由

西南女学院高等学校
音楽部OG会

090(7384)7090【持橋】
響ホールフェスティヴァル2017

〈親子むけ企画〉どうぶつたちのカーニバル
サン＝サーンス:動物の謝肉祭 ほか

8㈯ 15:30
一般 ￥2500

高校生～ 25歳以下 ￥1500
中学生以下 ￥ 500

※対象：3歳以上　※全席指定 響ホール 音楽事業課
093(663)6661響ホールフェスティヴァル2017

オペレッタ　天国と地獄
オッフェンバック:オペレッタ「天国と地獄」(コンサート形式ダイジェスト版) 

9㈰ 15:30
一般 ￥2500

25歳以下 ￥1500
※対象：小学生以上　※全席指定

青木つくし門下生による 第17回 声楽発表会
歌のつばさに　ほか 16㈰ 14:00 無　料

※全席自由
つくしの会

090(7152)6261【青木】

ピアノ発表会 17㈪㈷ 13:00 無　料
※全席自由

コスモスの会
093(741)6750【古賀】

響ホールワンコインコンサート 新居由佳梨(ピアノ)
リスト:ラ・カンパネラ、ラヴェル:亡き王女のためのパヴァーヌ　ほか 21㈮ 11:45 一般 ￥500

※対象：小学生以上　※全席指定
響ホール 音楽事業課

093(663)6661

第7回 ピアノと歌と管弦のコンクール 九州山口大会 22㈯ 11:00 無　料
※全席自由

AMA(エーエムエー)
ピアノと歌と管弦のコンクール実行委員会

080(4697)2010【田村】

八幡東区平野1-1-1　� 093（662）4010　�「八幡駅」徒歩15分　�「八幡駅入口第一」徒歩10分�
「国際村交流センター」徒歩3分　� 年末年始、隔月1回（不定休）　� 240台（有料）北九州市立響ホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
レ
ト
ロ
通
り バナナのたたき売り 2㈰ 13:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093(321)4151

15:00
多
目
的

ホ
ー
ル

海峡寄席 9㈰ 14:00～
15:30 無　料

オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム

夏休み門司港レトロアクセサリーウォーク!!
夏にピッタリのアクセサリーを作って、オシャレに門司港レトロを楽しもう!! 23㈰ 12:00～

16:00
￥300

※小学生未満保護者同伴
展
示
ゾ
ー
ン
４
階

海の工作教室　～海の恐竜を作ろう～
身の回りにある牛乳パックを使って、エラスモサウルスを作ろう!!

22㈯～23㈰ 12:00～
17:00

展示ゾーン入館料含む
￥300

※小学生未満保護者同伴29㈯～30㈰

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：近藤タケユキデユオ（トリオ） 1㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300
小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093(321)415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

門司市民会館まつり　第６回門司カラオケフェスタ
会館職員が趣向を凝らした手作りの舞台で約120名の方が熱唱します。 23㈰ 9:30 無　料 門司カラオケフェスタ実行委員会

093（321）2907

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

１
階

松
永
文
庫

松永文庫企画展「スポーツ映画資料展」 4/9㈰～7/19㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

松永文庫企画展「戦争映画資料展」 7/22㈯～10/18㈬ 無　料

２
階
多
目
的

ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：Blue Luis Quintet （ブルー　ルイス　クインテット） 9㈰ 14:00～

16:00 無　料

海の日記念　16㎜映画上映会
上映作品「白いセールの夏休み」「シップヤードの青春」
※都合により作品を変更する場合がございます

17㈪㈷ 14:00～
16:00 無　料

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
板谷波山とアール・ヌーヴォー　―近代陶芸の美 
板谷波山、アール･ヌーヴォーの代表的な作家エミール･ガレの作品など、近現代陶芸を紹介 開催中～8/13㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴） 出光美術館（門司）
093（332）0251列品解説

学芸員が展示作品をわかりやすく解説します
9㈰ ①11:00

②14:00
無　料

入場料が必要23㈰

障

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　
「門司港駅」徒歩8分　「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1・2
階

『こんしん行脚展　～あのね！母さん…～』 6/29㈭～7/3㈪ 無　料 門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151『第５回　日韓友好作品展』 6㈭～12㈬ 無　料
※12(水)は15:00まで

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司



13 2017.Julyかるかるかるかる ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画 

展
示
室

書家・西村天峰　文字を奏でる　～その先に示すもの～
北九州の書道界で多大な功績を残した西村天峰の書や愛用品など約80点紹介。 7/7㈮～8/31㈭ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100 北九州市立小倉城庭園
093（582）2747和

室
・

立
礼
席

納涼茶会
恒例の夏のお茶会です。 2㈰ 9:00 一般 ￥1500　小中学生 ￥700

（薄茶二席・入館料込）

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

児
童
劇
場

たなばたまつり
七夕飾り作り、震災チャリティー  絵本コンサート 2㈰ 10:00 無　料

北九州市立こども文化会館
093（592）4152

てあとる☆もんど＆劇団「笑夢優花」合同演劇公演
演目：猫しあわせにしちゃった 17㈪㈷ 14:00 無　料

図
書
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「七夕ものがたり」 「からすのパンやさん・どろぼうがっこう（字幕対応）」 9㈰ 14:00 無　料

おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 22㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093(592)4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　
11:00～19:00（夏休み期間は～20:00、入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日（祝日の場合は翌日休館）、夏休み期間無休北九州市漫画ミュージアム こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

魔法使いの嫁 原画展 in 北九州
漫画家・ヤマザキコレの人気作品のマンガ原画などを展示。 6/3㈯～7/17㈪㈷

一般 ￥500　中高生 ￥300
[常設展セット券]

一般￥700　中高生￥400
※小学生以下無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北九州漫画家列伝　佐藤友生
TVドラマ「トモダチゲーム」が話題の漫画家・佐藤友生を紹介。 5/13㈯～7/14㈮ 無　料

常設展入場料が必要

アニメ映画「この世界の片隅に」大ヒットの軌跡
製作過程の苦心や公開後の反響について、報道資料等で紹介。 6/17㈯～8/10㈭

無　料
常設展入場料が必要

※8/10㈭は16：00まで

海峡マンガ合戦～九州ブロック　井上信宏～
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。 7/1㈯～9/1㈮ 無　料

常設展入場料が必要

常
設
展
示
室

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

大人の漫画教室
テーマ「ストーリー創作法から作画テクニックまで」 2㈰ 13:00 ～

16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：高校生以上 
※要事前申込（定員先着20名）

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。

9㈰ 13:30 ～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日先着20名、途中からの参加も可能22㈯

漫画スクール
テーマ「カラーイラストの描き方(かっこいい塗り方)」 17㈪㈷ 13:00 ～

16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上 
※要事前申込（定員先着20名）

障

障

障

障

障

障

障

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

さだまさしコンサートツアー 2017
惠百福（たくさんのしあわせ） 1㈯ 17:00 全席指定 ￥8640

※対象：小学生以上
キョードー西日本
092（714）0159

三山ひろしコンサート2017 6㈭ 13:00 S席 ￥6000　A席 ￥5000
B席 ￥4000

鈴木企画
092（285）486417:00

第33回福岡県吹奏楽コンクール 8㈯ 14:30 一般 ￥1500　団体 ￥1300
小学生 ￥1000

福岡県吹奏楽連盟
093（671）84439㈰ 10:00

北九州市民文化大学　文化講演会
講師：武田双雲（書道家） 15㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008
2017 第29回 無法松まつり
ゲスト：花咲ゆき美 16㈰ 10:30 全席自由 ￥2000 北九州選抜歌謡祭実行委員会

093（671）7636

北九州童謡・唱歌かたりべの会　第28回定期演奏会 23㈰ 13:30 一般自由席 ￥1000
高校生以下 ￥  500

北九州童謡・唱歌かたりべの会
093（652）6241【天川】

平成29年度 北九州吹奏楽コンクール 29㈯～
30㈰ 10:00

一般自由席 ￥1300
学生（小学生以上） ￥1000
※当日￥200増

北九州吹奏楽連盟事務局
090（1340）5364【土谷】

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
メ
イ
ン

ホ
ー
ル

夏休みこどもシアター「ひつじのショーン バック・トゥ・ザ・ホーム」
一般市民向け無料映画上映会 23㈰ 10:00 無　料 （公財）北九州観光コンベンション協会イベント事業課

093（511）6800

小倉北区浅野3-9-30　 093(541)5931　 9:00～22:00（変動あり）
「小倉駅」徒歩10分　 年末年始北九州国際会議場 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
常設展
油彩画・蝋彩画・彫刻・弦楽器など、約50点を展示します 開催中 無　料 門司港美術工芸研究所

093（322）1235
門司港美術工芸研究所◆改行

◆093（322）1235

門司区東港町6-72�港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日(祝日の場合は開館)、年末年始門司港美術工芸研究所 門司
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階
大
画
廊

巨匠小版画展 6/28㈬～7/4㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

小倉遊亀・中島千波 版画特集 5㈬～11㈫ 無　料

穴吹哲二郎　油絵展 19㈬～25㈫ 無　料

—なつかしのヒーロー大集合—　昭和の漫画家　作品展 7/26㈬～8/1㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

第6回　岡林タカオ吹きガラス展 6/28㈬～7/4㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

劉耀宗　夢幻の桂林山水版画展 5㈬～11㈫ 無　料

〈墨彩画・書・陶磁器〉 佐藤勝彦の世界展 19㈬～25㈫ 無　料

～やまのこえ　かぜのいろ～　久木朋子　木版画展 7/26㈬～8/1㈫ 無　料
新
館
７
階

大
画
廊
・

小
画
廊 小倉遊亀・中島千波 版画特集 12㈬～18㈫ 無　料 小倉井筒屋　小画廊・大画廊

093（522）2521

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」
歌：酒井 京子　ピアノ：湯田 美津子 5㈬ 14:00 無　料

水環境館
093（551）3011水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」

バイオリン：加来 洋子　ピアノ：湯田 美津子 19㈬ 14:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00
「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 年末年始水環境館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

小倉北区室町1-1-1リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 会期中無休　 有料北九州市立美術館分館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

昭和の洋画を切り拓く
佐伯祐三、前田寛治、里見勝蔵たちの若き情熱 障
昭和の洋画壇を席巻した1930年協会と独立美術協会の作家たちを紹介。

7/14㈮～8/27㈰
一般 ￥1100　高大生 ￥600

小中生 ￥400
※前売及び20名以上の団体料金
一般￥900　高大生￥400　小中生￥300

北九州市立美術館分館
093(562)3215

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ス
タ
ジ
オ

クラシック・レコードコンサート
ベートーヴェン作曲　ピアノ協奏曲　第5番「皇帝」　ほか 16㈰ 14:00 無　料

(先着50名) 北九州市立視聴覚センター
093(561)3131週末映画会　邦画「社長漫遊記」(1963年）

出演：森繁久彌　ほか 22㈯ 14:00 無　料
(先着50名)

小倉北区城内4-1　 093（561）3131　 9:30～18:00
「西小倉駅」徒歩10分　 「勝山公園」徒歩1分、「北九州市役所」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立視聴覚センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

ムーブフェスタ2017　市民企画事業
公募による約100の市民団体が歌やダンスの発表、映画上映などを予定

8㈯～
29㈯

お問い合わせ
ください お問い合わせください

ムーブフェスタ2017実行委員会
北九州市立男女共同参画センター・ムーブ

093（583）3939

小倉北区大手町11-4　 093(583)3939　 9:30～21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　 所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区城内4-1　 093(571)1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立文学館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
上橋菜穂子と〈精霊の守り人〉 展
上橋菜穂子の壮大なファンタジー〈守り人〉シリーズを紹介する。 7/22㈯～9/3㈰ 一般 ￥500　中高生 ￥200

小学生 ￥100 北九州市立文学館
093（571）1505開会記念講話　ドラマ「精霊の守り人」を語る

講師：片岡敬司さん（NHK大河ファンタジー「精霊の守り人」監督） 22㈯ 11:00 無　料

障

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

清張サロン「松本清張『眼の壁』を読む」
【講師】松本常彦（九州大学大学院教授） 8㈯ 14:00～

16:00
無　料

※要事前申込
※ 常設展示観覧は別途入館料が必要

松本清張記念館友の会・
松本清張記念館
093(582)2761

はじめて聞く清張講座３
〈企画展『伯爵夫人ミツコ 激動のヨーロッパに咲いた華』について〉 19㈬ 14:00～

15:00
無　料

※要事前申込
松本清張記念館
093(582)2761

小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末北九州市立松本清張記念館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第7回　朗読と音楽の平和コンサート 30㈰ 14:00 大人 ￥600　小人 ￥300
※当日券あり

読み聞かせボランティア「おとぎぞうし」
093(961)3420【戸次(べっき)】障
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

7 月

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ユネスコ無形文化遺産登録記念　戸畑祇園大山笠行事 
伝統的な刺しゅうが施された明治期の幕類を通して戸畑祇園大山笠の魅力を紹介。 7/1㈯～8/27㈰

常設展観覧料
大人 ￥500　高大生 ￥300

小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

夏の特別展「大昆虫博」
圧倒的な数の昆虫標本や生体展示を通じて昆虫の不思議と魅力を体感。 7/15㈯～9/3㈰

大人 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥400

※常設展は別途料金が必要
※常設展とのセット券あり

夏の特別展関連イベント「昆虫標本作成実演」
学芸員による昆虫標本作成の実演。テクニックを学んで自由研究の参考にしよう！

7/15㈯
～9/3㈰

（毎週木曜日）
13:00 要特別展入場料

※小学生以下は保護者の参加が必要

夏の特別展関連イベント「ナイトミュージアム」
照明を落とした夜の博物館を探検しよう！ 21㈮ 18:30

大人 ￥800　高大生 ￥500
小中生 ￥400

※小学生以下は保護者の参加が必要
※セブンチケットのみ取扱

歴史講演会「戦国女性の群像」
講師：九州大学大学院教授　福田千鶴氏 8㈯ 13:30 資料代 ￥800

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「植物細密画を描いてみよう！」
初心者向けに、描きかたの基本と要点を段階に分けて指導します。 9㈰ 13:00

材料費 ￥200
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者同伴）

夏休み教室「権現山の昆虫観察会」
権現山の昆虫を観察します。 22㈯ 10:30

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

室内講座「ミニ掛軸を作ろう」
掛軸の製作を体験し、職人の高度な技術に接します。 23㈰

10:00 材料費 ￥1500
※対象：小学校中学年以上
※要事前申込（小学生は保護者同伴）13:30

夏休み教室「海岸生物の観察」
海岸生物の観察を行い、学芸員が解説を行います。 24㈪ 14:15

保険代 ￥50
※対象：小学生以上
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

いのたび自然塾「藍のたたき染めでオリジナルエコバッグを作ろう！」
博物館の畑で収穫した藍を使ってオリジナルのエコバッグを作ります。 28㈮ 10:30 材料費・保険代 ￥200

※要事前申込（小学生以下は保護者の参加が必要）13:30
ジオハイキング「生きた化石、カブトガニの不思議」
曽根干潟に生息している生きた化石カブトガニの謎にせまります。 29㈯ 12:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　
※要事前申込（小学生は保護者の参加が必要）

障

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、惑星や夏の星座を望遠鏡で観察

①  1㈯
②22㈯
③29㈯

19:30～
21:00

大人 ￥100　中高生 ￥70
小学生 ￥50

※中学生以下は保護者同伴
※ 先着100名、①は電話受付中、②は15

㈯から、③は22㈯から電話受付開始 児童文化科学館
093(671)4566

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
集
会
室

宇宙（そら）ガール・宇宙（そら）ボーイ天文講座
「どのようにして太陽系外惑星系を発見するの？」についての講演と解説 23㈰ 10:00～

12:00

無　料
※対象：小学生以上
※ 先着60名、小学3年生以下は保

護者同伴、8㈯から電話受付開始
会
議
室

サイエンスショー
「花火を化学してみよう」 2㈰ 14:00～

14:50 無　料

障

八幡東区東田2-2-11　 093（663)5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日・月（夏休み期間）17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始、夏休み期間中は無休　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター)  こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

巡回展　「DR.伊藤文人のトリックイリュージョン研究所」展
ふしぎな感覚を楽しむ仕掛けと、そこに広がる、驚きと発見と感動に満ちた世界を楽もう！ 7/22㈯～10/1㈰ 大人 ￥500　小中学生 ￥250

※対象：3歳以上　※小学生未満無料
北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411

若松区ひびきの2-5��学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　 年末年始現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

ジョン・ケージ展
ヴィデオ・スクリーニング２

7/10㈪～8/25㈮
（土日・祝休み） 無　料 現代美術センターCCA北九州

093（695）3691

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

陶芸体験『夏休み特別教室・えんぴつ立て作り』
テラコッタ土でえんぴつ立てを作ります（製作時間目安90～120分、作品は8月最終週頃お渡し予定）

7/1㈯～
8/6㈰

（月・火除く）

10:00 ￥1050
※定員各日10名

平尾台自然の郷
093（452）271513:00

小倉南区平尾台1-1-1　 093（452）2715　 9:00～17:00（夏休み期間中の休日は18:00まで）　 「小倉南IC」約20分�　
「石原町駅」よりタクシー、おでかけ交通で約15分　 「中谷営業所」よりタクシー、おでかけ交通で約20分　 火曜日（祝日の場合は翌日休園）平尾台自然の郷 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

八幡東区枝光本町8-26　 093(616)9890　担当者直通090(5383)5780
10:00～22:00　「枝光駅」徒歩10分　「枝光本町」徒歩2分枝光本町商店街アイアンシアター 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

劇団「ゼロソー」
熊本地震から１年を経過した今年、震災被害の中でも力強く生きる力を見いだす作品。 

16㈰
14:00 一般 ￥2000　高校生以下 ￥1000

ペア割 ￥3600
※対象：小学生以上

サルカンバ！
090(2397)284119:00

17㈪㈷ 14:00
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

7 月

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

創作アクセサリー＆ドライフラワーの世界 6/27㈫～7/2㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

翡翠と天然石アクセサリー 4㈫～9㈰ 無　料

夏のこっとう展 11㈫～16㈰ 無　料

薩摩切子展 18㈫～23㈰ 無　料

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　　　

 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

カナエール2017夢スピーチコンテスト 9㈰ 13:00 ￥3000 カナエール福岡実行委員会
092（791）4371

黒崎ひびしんホール開館５周年シリーズⅢ
渡辺貞夫 GROUP 2017 CONCERT
ピアノ・キーボード 小野塚晃 / ギター 養父貴 / ベース コモブチキイチロウ / 
ドラム 竹村一哲 / パーカッション ンジャセ・ニャン

16㈰ 17:00

一般 ￥5000　友の会 ￥4500
ペア券（２枚） ￥9000

高校生以下 ￥4000
※対象：小学生以上
※当日各￥500増

黒崎ひびしんホール
093（621）4566

黒崎祇園山笠　太鼓競演会 22㈯ 14:00 無　料 黒崎祇園山笠保存会
093（642）5151【立花】

つるの剛士アコースティックコンサート
つるのうた名曲集日本全国翔鶴ツアー in 黒崎 29㈯ 16:00 ￥5500

※当日￥500増
キョードー西日本
092（714）0159

第27回グレンツェンピアノコンクール北九州予選 30㈰ 10:30 無　料 グレンツェンピアノ研究会
0995（22）4158

中
ホ
ー
ル

茶の湯文化にふれる市民講座 2㈰ 10:30 無　料
（呈茶券 ￥500）

（一社）表千家同門会
福岡県支部北九州地区

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 12㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566
ＭＭＣサマーコンサート
～バンドネオン奏者川波幸恵さんを迎えて～ 17㈪㈷ 13:00 無　料 Matsutori Music Class

093（475）3039【待鳥】

いしかわ音楽教室　ピアノ発表会 23㈰ 13:00 無　料 いしかわ音楽教室
090（2081）5999【石川】

第26回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
歌うピアノ～ピアノにおけるカンタービレの歴史～　武内俊之（ピアノ） 24㈪ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

あなたとエレクトーンコンサート 28㈮ 18:00 無　料 松丸弘子コンサート実行委員会
092（534）6878【松岡】

エーデルトリオコンサート 29㈯ 18:00 ￥3000 エーデルトリオ後援会
090（1168）1567【二葉】

民舞の会　結っ鼓　発表会　「たたけやおどれ結まつり」 30㈰ 14:00 無　料 民舞の会　結っ鼓
090（8228）2804【山田】

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　
9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

北九州地区南北墨画会作品展
水墨画

4㈫～
9㈰

10:00～
17:00

無　料
※9㈰は15:00まで

西日本墨技学院
090(2854)5257【寺尾】

第34回北九州書展
書 18㈫～23㈰ 無　料

※23㈰は17:00まで
北九州書道協会

093(761)0049【和田】
平成29年度高文連北九州地区高校書道展
書

24㈪～
30㈰

9:30～
17:00

無　料
※24㈪は13:00から

高文連書道部門北九州支部
093(293)1225【則行】

展
示
室

１ 57期喜寿の文化祭
洋画・日本画・彫刻・工芸・書・写真

11㈫～
16㈰

10:00～
18:00

無　料
※16㈰は13:00まで

東筑高校57期会
093(283)1944【二村】

展
示
室
2 アトリエ画遊展

洋画
10㈪～
16㈰

9:00～
17:00

無　料
※10㈪は12:00から、16㈰は16:00まで

アトリエ画遊
093(701)0479【都留】

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ7F　 093(642)5555　 10:00～19:00
「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎バスセンター」徒歩1分　 7/5、19北九州市立子どもの館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
プ
レ
イ

ル
ー
ム

七夕おたのしみ会
短冊に願いを書き、笹の葉に飾ります。その他アニメや歌など。 2㈰ 13:00～

14:00 無　料 北九州市立子どもの館
093（642）5555館

内
子どもの館　夏休み特別展「とびだせ！おはなしの世界へ～主人公はキミだ～」
いろいろなおはなしの場面を再現し、体を動かしながら楽しむことができる。 7/22㈯～9/3㈰ 無　料

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
こ
や
の

せ
座 ピアノ発表会 23㈰ 13:30 無　料 090（7456）7127【田中】

八幡西区木屋瀬3-16-26　 093（619）1149　 9:00～17:30（入館は17:00まで）　 「筑前植木駅」徒歩15分
（筑豊電鉄）「木屋瀬駅」徒歩5分　 九州自動車道「八幡IC」、北九州都市高速「馬場山ランプ」約10分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 こども文化

パスポート
2017

こども文化
パスポート
2017
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7 月

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

「CulCul・かるかる」をホームページとアプリでチェック！
北九州市文化芸術メディアサイト

CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、市民会館、市民センター、生涯学習セ 
ンター、図書館、北九州空港、男女共同参画センター・ムーブ、井筒 
屋、モノレール駅、レインボープラザ、北九州芸術劇場プレイガイ 
ド・インフォメーション、響ホールなど

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　「美術館口」徒歩10分　 180台北九州市立美術館本館
■�北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ�
北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。（次回企画展は平成29年11月を予定しています）

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第41回北九州少年少女合唱祭
歌の大好きな少年少女たちの合唱の祭典。豊かなハーモニーを披露します。 2㈰ 13:00 無　料

(公財)北九州市芸術文化振興財団
音楽事業課

093（663）6661

第59回　戸畑祇園ばやし研究競演会 16㈰ 14:00 無　料 戸畑区役所　総務企画課
093（871）1501（内線261）【野添】

2017 JEUGIAカルチャーセンター発表会 IN 北九州 23㈰ 13:00 無　料 十字屋Culture株式会社
093（663）6383【山本】

北九州市中学校演劇部合同発表会
今年も演劇の夏がやってきました。ぜひ、ご来場ください。 29㈯ 10:00

（予定） 無　料 北九州市立槻田中学校
093（651）1921【善家】

中
ホ
ー
ル

日本舞踊勉強会 8㈯ 12:00 ￥1000
※障がい者手帳提示で無料

（公社）日本舞踊協会
093（871）4283【藤間】

交
流
プ
ラ
ザ

ウェルカムコンサート
出演：アンサンブル　ミュゼ（フルート・オーボエ・ピアノ） 13㈭ 12:20 無　料 ウェルとばた総合案内

093（871）7200ウェルとばた開館15周年記念　サマーコンサート
出演：タラス・デムチシン（クラリネット）、武内麻美（ヴァイオリン・ヴィオラ） 30㈰ 14:00 無　料

障

平成29年度「こども文化パスポート事業」（期間：平成29年7月21日～8月31日）

出光美術館（門司） 関門海峡ミュージアム 門司港レトロ展望室 旧大連航路上屋　
北九州市漫画ミュージアム 北九州市立小倉城庭園 北九州市立美術館分館 北九州市立文学館　
北九州市立松本清張記念館 北九州市立水環境館 平尾台自然の郷 北九州イノベーションギャラリー　
北九州市立いのちのたび博物館 北九州市立児童文化科学館 北九州市立子どもの館 北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館

夏休み期間を中心に、文化施設をはじめとするさまざまな施設に無料または一部割引で入場できるなど特典が受けられるパスポート。 
子どもたちが、地域の文化・歴史・自然に接することにより豊かな心を育むとともに、親子のふれあう機会を増やすことを目的としています。北九州市
およびその他の対象地域の学校等に通っている、もしくはお住まいの３歳から中学生までに配布します。詳しい内容は、北九州市ホームページにてご
確認ください。（平成29年7月10日以降確認可能）

事業参加施設
かるかる ７月号掲載

こども文化パスポートhttp://www.city.kitakyushu.lg.jp/

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※6月12日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2017.7.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町 1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）3027　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2017年
7月号表紙

「心を向けて。」

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

7
July
2017

Vol.51心
を
向
け
て
。

特集
北九州市立文学館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース
障害者芸術の情報発信拠点として

「かがやきアートギャラリー」を市役所１階にオープン 

市内の文化・観光施設で使用できる、「北九州市文化・観光施設共通観覧券」を販売します。
パスポートを提示すると、各施設の常設展に入場することができます。また、企画展は、割引
料金で観覧することができます。

◆参加施設
　小倉城、北九州市立小倉城庭園、北九州市立文学館、北九州市立松本清張記念館、
　北九州市漫画ミュージアム、北九州市立美術館分館※、北九州市立自然史•歴史博物館　いのちのたび博物館
　※北九州市立美術館分館は、企画展のみ入場できます
◆販売場所　上記参加施設（北九州市立美術館分館を除く）、北九州芸術劇場5Fプレイガイド
◆販売冊数　１日パスポート：5000冊、３日パスポート：500冊

販売価格 販売期間 有効期限

１日パスポート 800円 2017年７月19日(水）
　　～ 10月31日(火） 利用日のみ有効

３日パスポート 1300円 2017年７月19日(水）
　　～ 10月29日(日） 利用開始日から3日間有効

※最終有効期限は平成29年10月31日まで

ONE DAY･THREE DAYS 
KITAKYU PASSPORT

北九州市文化･観光施設共通観覧券実行委員会(北九州市市民文化スポーツ局文化企画課内）　093(582)2391 (土日祝除く）お問い合わせ

７月19日（水）
販売開始！

ONE�DAY
1日パスポート

THREE�DAYS
3日パスポート

北九州市文化･観光施設共通観覧券

6月12日（月）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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6月14日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

障
害
者
芸
術
の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て

「
か
が
や
き
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を

市
役
所
１
階
に
オ
ー
プ
ン 

　
２
０
１
７
年
５
月
10
日
、
北
九
州

市
役
所
本
庁
舎
１
階
に
、
市
内
の
障

害
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
作
品
を
鑑
賞

で
き
る
常
設
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
「
か

が
や
き
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
月
ご
と
に

テ
ー
マ
を
決
め
、
絵
画
・
書
道
・
写

真
な
ど
の
作
品
を
10
点
程
度
展
示
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
展
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
の
あ
る
方
の
ア
ー
ト
作
品
は
、

斬
新
な
色
使
い
な
ど
独
創
的
、
個
性

的
な
も
の
も
多
く
、
近
年
、
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
社
会
参
加

促
進
の
一
環
と
し
て
、
障
害
者
芸
術

を
振
興
し
て
き
て
お
り
、
毎
年
11
～

12
月
に
か
け
て
障
害
者
芸
術
祭
や
作

品
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
「
か
が

や
き
ア
ー
ト in M

O
JI

」
を
開
催

す
る
な
ど
、
行
政
と
障
害
者
団
体
が

協
力
し
、
障
害
者
芸
術
支
援
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
多
く
の
方

に
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
や

創
造
性
豊
か
な
作
品
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
、
障
害
者
芸
術
を

含
め
た
障
害
者
へ
の
理
解
が
進
む
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
、
気
軽
に
市
役
所
１
階

へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

障害者アート常設作品展示スペース
「かがやきアートギャラリー」（「ぬくもりルーム」内）
小倉北区城内１の１　市役所本庁舎１F
開館時間　午前９時30分～午後５時
　　　　　入場無料　※土日祝は休み
お問合せ　北九州市障害者支援課　093（582）2424

　
帰
国
し
て
ま
も
な
く
20
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
帰
国
直
後
、
生

徒
に
な
っ
て
く
れ
た
女
の
子
が
、
今

や
と
て
も
す
て
き
な
ピ
ア
ノ
教
師
に

成
長
し
て
く
れ
ま
し
た
。
親
バ
カ
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
『
名

教
師
』
で
す
。
そ
こ
で
ひ
ら
め
き
ま

し
た
。
「
わ
が
ピ
ア
ノ
ス
ク
ー
ル
に

ア
シ
ス
タ
ン
ト
制
を
導
入
し
よ
う

！
」

　
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
の
教
授
陣
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
教
師
（
助

手
。
す
こ
ぶ
る
実
力
者
揃
い
）
が
い

て
、
学
生
は
各
自
で
連
絡
を
取
り
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
教
授
の
、
両
方
の

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
学
生
に
は
大
変
あ
り
が
た
い
シ

ス
テ
ム
で
す
が
、
こ
れ
が
や
っ
て
み

る
と
、
先
生
に
と
っ
て
も
大
変
有
意

義
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
は
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
。
先
生

は
、
生
徒
に
関
す
る
悩
み
を
誰
に
相

談
す
る
こ
と
も
で
き
ず
一
人
で
考
え
、

あ
れ
こ
れ
試
し
、
何
と
か
解
決
！　

と
思
っ
た
ら
ま
た
新
た
な
問
題
が
…

と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
、
ピ
ア

ノ
教
師
は
結
構
孤
独
で
す
。
そ
ん
な

時
、
悩
み
を
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
共
有

で
き
る
あ
り
が
た
さ
。
し
か
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
生
徒
を
観
察
で

き
る
の
で
、
変
な
偏
り
も
軽
減
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る

の
も
、
教
え
子
た
ち
が
順
調
に
育
っ

て
く
れ
て
い
る
か
ら
で
す
ね
。

　
私
も
今
年
50
歳
に
な
り
ま
す
。
こ

の
節
目
の
年
に
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
ま
だ
ま
だ
変
革
・
改
革
。

　
さ
ら
に
羽
ば
た
き
た
い
で
す
。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
教
師
の
存
在

■
北
九
州
童
謡・唱
歌
か
た
り
べ
の
会

第
28
回
定
期
演
奏
会

７
月
23
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
開

場
、
同
１
時
30
分
開
演
。
北
九
州
ソ

レ
イ
ユ
ホ
ー
ル（
小
倉
北
区
大
手
町
）。

「
心
の
ふ
る
さ
と
童
謡
・
唱
歌
」
を

テ
ー
マ
に
歌
う
。
曲
目
は
「
椰や

子し

の

実
」
「
花
」
ほ
か
。
全
席
自
由
。
入

場
料
、
一
般
１
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
５
０
０
円
。

北
九
州
童
謡
・
唱
歌
か
た
り
べ
の
会

０
９
３
（
６
５
２
）
６
２
４
１

北九州童謡・唱歌かたりべの会

■
第
８
回
湧
き
上
が
る
音
楽
祭

【
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
演
奏
会
】
８
月
５

日
（
土
）
、
同
６
日
（
日
）
共
に
午

後
３
時
開
演
、
各
１
５
０
０
円
。
北

九
州
市
立
響
ホ
ー
ル
。
【
室
内
楽
演

奏
会
】
８
月
８
日
（
火
）
午
後
２
時

開
演
、
５
０
０
円
、
こ
や
の
せ
座
。

同
19
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演
、
20

日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
、
各
１
０

０
０
円
、
戸
畑
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
。

【
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
】
８
月
11

日
（
金
）
午
後
７
時
開
演
、
ベ
ー
ト

ー
ベ
ン
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
、
２
０

０
０
円
。
同
12
日
（
土
）
午
後
３
時

開
演
、
キ
ャ
ッ
キ
エ
ラ
マ
ン
ド
リ
ン

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
北
九
州
市
ジ
ュ
ニ

ア
О
Ｂ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
１
５
０
０

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

詳細は『第８回湧き上がる
音楽祭』チラシで確認

円
。
共
に
戸
畑
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
。

【
独
創
企
画
演
奏
会
】８
月
22
日（
火
）

午
後
２
時
開
演
、
一
般
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
、
当
日
各

５
０
０
円
増
。
北
九
州
芸
術
劇
場
小

劇
場
。
※
各
公
演
の
開
場
は
開
演
時

間
30
分
前
。
全
席
自
由
。

北
九
州
国
際
音
楽
祭
市
民
企
画
委
員
会

（
蒲
ヶ
原
）

０
８
０
（
２
７
３
２
）
２
５
３
２
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勝
山
公
園
の
南
端
に
位
置
す
る
市

立
勝
山
弓
道
場
か
ら
ス
ピ
ナ
マ
ー
ト

大
手
町
店
に
か
け
て
の
南
北
約
０
・

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
西
０
・
44
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
は
、
江
戸
時
代

に
篠
崎
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
幕
末
の

こ
ろ
に
は
家か

禄ろ
く

１
０
０
石
以
上
の
武

家
を
中
心
に
１
０
４
の
屋
敷
が
建
っ

て
い
ま
し
た
。

　
１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年
８
月
、

小
倉
藩
は
長
州
藩
と
の
戦
い
の
中
、

自
ら
城
に
火
を
放
ち
田
川
郡
香
春
へ

と
退
き
ま
す
が
、
篠
崎
も
こ
の
時
に

炎
上
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
篠
崎
の
地
は
陸
軍
が
な

だ
ら
か
な
地
形
に
整
地
し
て
練
兵
場

に
し
て
い
ま
す
。
整
地
を
行
っ
た
時

期
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
１
８

７
５
（
明
治
８
）
年
４
月
、
小
倉
に

歩
兵
第
14
連
隊
が
設
置
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
以
降
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年

に
開
業
す
る
陸
軍
造ぞ

う

兵へ
い

廠し
ょ
う小
倉
工
廠

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
練
兵
場
と
な
っ
て
以
降
の
篠
崎
の

地
形
は
１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
に

日
本
陸
軍
陸
地
測
量
部
が
測
図
し
た

｢

小
倉｣

の
地
図
（
以
下
、
明
治
の
地

図
）
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
地
図
に
示
さ
れ
た
城
外
か
ら
篠

崎
へ
と
続
く
台
地
の
流
れ
に
違
和
感

は
な
く
、
江
戸
時
代
前
の
姿
を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
ま
す
。

　
さ
て
、
図
１
の
左
側
に
明
治
と
平

成
の
地
図
と
を
合
成
し
、
篠
崎
の
範

囲
に
限
定
し
て
前
者
の
等
高
線
間
に

色
づ
け
を
し
、
さ
ら
に
武
家
屋
敷
の

道
と
街
区
の
復
原
図
を
赤
線
で
示
し

た
地
形
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
同
図
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
篠
崎
の

地
形
は
中
央
に
茶
色
で
示
し
た
標
高

12
・
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
部
分
が
最

も
高
く
（
以
下
、
高
台
）
、
南
西
側

を
除
く
他
の
方
向
へ
と
緩
や
か
に
下

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の

道
全
て
が
等
高
線
に
対
し
て
斜
め
に

通
る
た
め
、
屋
敷
地
は
地
形
の
高
低

差
か
ら
階
段
状
に
造
ら
ざ
る
を
得
ず
、

内
部
の
見
通
し
も
悪
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
始
ま

る
造
兵
廠
の
建
設
工
事
に
よ
り
、
高

台
は
最
大
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
削さ

く

平へ
い

さ

れ
、
大
半
の
遺
構
が
失
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
練
兵
場
の

整
地
作
業
に
よ
る
遺
構
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
26
年

度
に
行
っ
た
大
手
町
遺
跡
第
13
地
点

の
発
掘
調
査
で
こ
の
練
兵
場
の
整
地

跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
13
地
点
は
同
図
右
下
の
緑
色
範

囲
の
中
央
近
く
に
あ
り
、
篠
崎
の
南

東
部
と
そ
の
東
側
崖
下
に
位
置
す
る

町
屋
敷
跡
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
篠
崎
の
調
査
で
は
馬
場
町
筋
の
道

や
武
家
屋
敷
、
藩
役
所
、
馬
場
等
の

跡
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
練
兵
場
の

整
地
作
業
は
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、

調
査
区
中
央
を
南
北
に
通
る
砂
利
敷

き
舗
装
を
し
た
道
（
写
真
１
）
上
面

の
標
高
10
・
５
メ
ー
ト
ル
前
後
を
基

準
に
、
こ
れ
以
上
の
高
さ
の
部
分
を

削
り
取
り
平へ

い

坦た
ん

に
整
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
範
囲
は
図
１
の
右
側
に
赤
色
で

示
し
た
練
兵
場
に
併
設
し
た
塀
の
基

礎
跡
よ
り
左
側
に
な
り
ま
す
。

　
同
図
右
下
の
低
地
は
町
屋
敷
跡
を

射
撃
訓
練
場
と
し
た
場
所
で
、
塀
は

防
弾
を
兼
ね
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
塀
の
屈
折
部
分
に
練
兵
場

か
ら
下
り
る
た
め
の
出
入
り
口
が
設

等
高
線
は
語
る 

―
篠
崎
武
家
屋
敷
跡
の
そ
の
後
―　

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
訓
練
場

へ
と
続
く
坂
道
は
江
戸
時
代
に
造
ら

れ
て
い
た
道
で
す
。

　
明
治
と
昭
和
の
両
時
代
に
行
わ
れ

た
大
規
模
工
事
に
よ
り
篠
崎
の
武
家

屋
敷
跡
は
大
き
く
損
な
わ
れ
ま
し
た

が
、
明
治
の
地
図
に
描
か
れ
た
標
高

11
・
25
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
所
に
は
、

削
平
を
免
れ
た
遺
構
が
多
く
眠
っ
て

い
る
こ
と
を
第
13
地
点
の
調
査
結
果

は
示
し
て
い
ま
す
。

【
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
次
回
掲
載
予
定
は
９
月
号
で
す
】

〈埋蔵文化財の展示案内〉
・北九州市立埋蔵文化財センター〈小倉北区金田1の1の3　093(582)0941〉
北九州市を掘る(86)�埋蔵文化財速報展『紫川中流域の弥生ムラー上徳力遺跡第27地点ー』
弥生時代の土器や石器、お祭りに使うミニチュア土器など約65点を展示�
常設展もあり�
【入館料】無料　【開催期間】8月20日(日)まで�
【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)�
※毎週月曜日(休日の場合はその翌日)、年末年始は休館

・�黒崎歴史ふれあい館〈八幡西区黒崎3の15の3黒崎駅横コムシティ1Ｆ〉�
常設展開催中／�『城下町から宿場町へ～出土品が語る黒崎の歴史と文化～』�

��『シュガーロード・発掘物語』
�【入館料】無料　【開館時間】午前9時～午後5時(入館は午後4時30分まで)※年中無休

写真１　馬場町筋の舗装された遺跡（北から）

図１　篠崎の地形と江戸時代の街区（左）、明治の練兵場に伴う塀跡（右）

標高12.5m

第13地点

第14地点

基礎跡

練兵場

造兵廠

馬場町筋

標高11.25m

← 出入り口

低地

←→

→→hiroba
埋蔵 文化財 遺跡からのメッセージ

（公財）北九州市芸術文化振興財団
埋蔵文化財調査室　学芸員

川 上 秀 秋 Hideaki Kawakami

6月7日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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家
庭
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
Ｐ
Ｃ
）

や
画
像
加
工
ソ
フ
ト
の
進
歩
に
よ
り
、

近
年
で
は
マ
ン
ガ
の
作
画
に
Ｐ
Ｃ
を

活
用
す
る
作
家
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
正
確
な
統
計
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ
ン
ガ
雑
誌
の

編
集
者
に
聞
く
と
、
現
役
連
載
作
家

の
半
分
以
上
が
何
ら
か
の
形
で
Ｐ
Ｃ

を
使
っ
て
作
画
し
て
い
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
を
作
画
に
ど
う
活
用
す
る
か

は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
ま
す
。
①
基
本
的
な
作
画

は
紙
に
ペ
ン
で
行
う
が
、
髪
を
黒
く

塗
り
つ
ぶ
し
た
り
（
ベ
タ
）
、
影
を

つ
け
た
り
（
ト
ー
ン
）
な
ど
の
仕
上

げ
は
、
原
稿
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
デ
ー

タ
化
し
、
Ｐ
Ｃ
で
行
う
。
②
紙
に
鉛

筆
で
描
い
た
下
描
き
を
ス
キ
ャ
ン
し

て
Ｐ
Ｃ
に
取
り
込
み
、
そ
れ
を
元
に

Ｐ
Ｃ
上
で
作
画
し
て
い
く
。
③
下
描

き
を
含
め
た
全
て
の
作
画
を
Ｐ
Ｃ
で

行
う
、
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　
現
在
開
催
中
の
「
魔
法
使
い
の
嫁 

原
画
展 

ｉ
ｎ 

北
九
州
」
で
は
、
マ

ン
ガ
家
ヤ
マ
ザ
キ
コ
レ
に
よ
る
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
作
品
『
魔
法
使
い
の
嫁
』

（
『
月
刊
コ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
』
連

載
中
）
の
原
画
約
１
０
０
点
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
カ
ラ
ー
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
彩
色
を
Ｐ
Ｃ
で
行

っ
て
い
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
か

ら
の
出
力
原
画
。
モ
ノ
ク
ロ
の
マ
ン

ガ
原
稿
は
先
ほ
ど
の
①
の
パ
タ
ー
ン

で
、
ベ
タ
や
ト
ー
ン
を
加
え
る
前
の

肉
筆
ペ
ン
画
で
す
。

　
『
魔
法
使
い
の
嫁
』
は
、
現
代
の

イ
ギ
リ
ス
を
舞
台
と
す
る
魔
法
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。
強
大
な
力
を
持
つ
魔
法

使
い
・
エ
リ
ア
ス
が
、
闇
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
売
ら
れ
て
い
た
特
殊
な
力

を
持
つ
少
女
・
チ
セ
と
出
会
い
、
共

に
暮
ら
し
て
い
く
物
語
で
す
。
獣
の

頭
蓋
骨
の
よ
う
な
頭
を
持
つ
恐
ろ
し

げ
な
姿
の
エ
リ
ア
ス
と
、
儚は

か
な
げ
な
少

女
・
チ
セ
の
取
り
合
わ
せ
は
ま
さ
に

〝
美
女
と
野
獣
〟
（
図
１
）
。
一
見
、

心
が
通
い
合
い
そ
う
に
も
な
い
こ
の

二
人
が
、
と
ま
ど
い
、
お
び
え
な
が

ら
も
、
互
い
に
徐
々
に
心
を
開
い
て

い
く
過
程
を
、
魔
法
を
め
ぐ
る
冒
険

や
出
会
い
を
交
え
つ
つ
、
丹
念
に
描

い
て
い
ま
す
。

　
地
理
的
特
性
か
ら
、
陰い

ん

鬱う
つ

な
イ
メ

ー
ジ
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の
風
土
。
魔

法
使
い
や
妖
精
た
ち
が
行
き
交
う
、

森
林
や
夜
の
闇
。
そ
し
て
、
心
を
通

わ
せ
つ
つ
も
、
ど
こ
か
互
い
に
恐
れ

を
拭
い
さ
れ
な
い
エ
リ
ア
ス
と
チ
セ

の
緊
張
感
あ
る
関
係
性
。
総
じ
て
ダ

ー
ク
で
ウ
ェ
ッ
ト
な
作
品
世
界
を
豊

か
に
彩
る
の
は
、
ヤ
マ
ザ
キ
コ
レ
の

繊
細
な
描
線
と
ト
ー
ン
の
濃
淡
の
複

雑
な
使
い
分
け
で
生
ま
れ
る
柔
ら
か

で
温
か
な
陰
影
で
す
。

　
展
覧
会
で
は
、
肉
筆
ペ
ン
画
を
間

近
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で
、
作
家

の
ペ
ン
タ
ッ
チ
を
じ
っ
く
り
と
観
察

し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ベ
タ
や
ト
ー

ン
を
描
き
込
む
前
の
素
描
に
近
い
も

の
で
す
か
ら
、
他
の
「
原
画
展
」
で

目
に
す
る
も
の
よ
り
も
、
ペ
ン
の
動

き
が
い
っ
そ
う
生
々
し
く
感
じ
ら
れ

る
は
ず
で
す
。
Ｐ
Ｃ
上
で
仕
上
げ
た

後
の
も
の
も
パ
ネ
ル
で
添
え
て
い
ま

す
の
で
（
図
２
）
、
仕
上
げ
の
技
の

冴
え
も
合
わ
せ
て
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

　
先
ほ
ど
の
①
～
③
を
思
い
出
し
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
紙
に
描
く
か
Ｐ

Ｃ
に
描
く
か
は
違
っ
て
も
、
ペ
ン
で

「
描
く
」
こ
と
が
マ
ン
ガ
の
根
幹
で

あ
る
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
作
家

の
喜
び
も
苦
心
も
、
読
者
の
感
動
も
、

全
て
は
ペ
ン
の
上
に
。
マ
ン
ガ
の
醍

醐
味
を
、
会
場
で
感
じ
取
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

魔
法
使
い
の
嫁 

原
画
展 

ｉ
ｎ 

北
九
州

陰
影
を
豊
か
に
描
く
ペ
ン
タ
ッ
チ

Information

図２　「魔法使いの嫁 原画展」東京会場での展示風景

図１　ヤマザキコレ『魔法使いの嫁』
Ⓒヤマザキコレ/マッグガーデン

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　専門研究員

表　 智 之 Tomoyuki Omote

魔法使いの嫁 原画展 in 北九州

【会場】北九州市漫画ミュージアム企画展示室（あるあるCity５F）
【開催期間】６月３日（土）～７月17日（月・祝）
【開館時間】午前11時～午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】毎週火曜日
【入館料】一般500円　中高生300円　※小学生以下無料
※詳しくは北九州市漫画ミュージアムのホームページをご覧ください
http://www.ktqmm.jp/
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

6月14日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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文
明
開
化
の
明
治
を
経
て
、
さ
ら

に
大
正
か
ら
昭
和
へ
と
移
ろ
う
と
す

る
時
代
。
西
洋
の
模
倣
を
脱
し
、
新

し
い
日
本
の
洋
画
を
生
み
出
す
こ
と

を
夢
見
た
若
き
芸
術
家
た
ち
が
い
ま

し
た
。
留
学
先
の
パ
リ
で
出
会
っ
た

前
田
寛
治
、
里
見
勝
蔵
、
木
下
孝
則
、

佐
伯
祐
三
、
小
島
善
太
郎
は
、
互
い

に
親
交
を
深
め
な
が
ら
制
作
に
没
頭

し
、
帰
国
後
の
１
９
２
６
年
、
「
１

９
３
０
年
協
会
」
を
結
成
し
ま
す
。

愛
と
尊
敬
と
芸
術
に
よ
っ
て
結
ば
れ

た
コ
ロ
ー
、
ミ
レ
ー
、
ル
ソ
ー
ら

「
１
８
３
０
年
派
」
の
よ
う
に
、
そ

し
て
、
充
実
し
た
仕
事
を
成
し
て
来

る
べ
き
「
１
９
３
０
年
」
を
迎
え
る

た
め
の
、
若
き
青
年
画
家
た
ち
の
挑

戦
で
し
た
。

　
１
９
３
０
年
協
会
第
１
回
洋
画
展

覧
会
に
は
、
会
員
の
滞
欧
作
を
中
心

と
し
た
作
品
が
並
び
、
好
評
を
博
し

ま
す
。
印
象
派
を
脱
し
、
フ
ォ
ー
ヴ

ィ
ス
ム
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
へ
と
多
様
に

展
開
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
の
美

術
動
向
を
踏
ま
え
た
彼
ら
の
画
風
は
、

当
時
の
洋
画
界
に
一
石
を
投
じ
、
多

く
の
若
手
画
家
の
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。
展
覧
会
終
了
後
に
は
、
野
口
彌

太
郎
、
林
武
、
木
下
義
謙
、
古
賀
春

江
、
林
重
義
ら
二
科
会
の
若
手
作
家

を
会
員
に
迎
え
、
翌
年
の
第
２
回
展

か
ら
公
募
展
と
し
て
一
般
か
ら
作
品

を
募
る
よ
う
に
な
る
と
、
組
織
は
さ

ら
に
拡
大
し
ま
す
。

　
会
員
た
ち
は
、
二
科
会
、
春
陽
会
、

国
画
会
な
ど
の
既
存
団
体
に
在
籍
し

な
が
ら
会
派
を
超
え
て
集
ま
り
、
新

た
な
芸
術
の
地
平
を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い

き
ま
し
た
。
洋
画
研
究
所
の
設
立
、

美
術
評
論
家
を
迎
え
て
の
講
演
会
や

講
習
会
開
催
な
ど
積
極
的
な
宣
伝
活

動
も
功
を
奏
し
、
１
９
３
０
年
協
会

展
は
、
若
手
画
家
の
登
竜
門
的
存
在

と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
勢
い
に
危
機
感
を

募
ら
せ
た
二
科
会
は
、
二
科
会
員
は

１
９
３
０
年
協
会
の
会
員
を
兼
任
で

き
な
い
、
と
い
う
決
ま
り
を
設
け
ま

し
た
。
結
果
、
創
立
会
員
の
里
見
勝

蔵
が
１
９
３
０
年
協
会
を
離
脱
。
さ

ら
に
は
佐
伯
祐
三
、
前
田
寛
治
の
相

次
ぐ
病
没
、
木
下
孝
則
の
渡
欧
な
ど

に
よ
っ
て
、
主
要
メ
ン
バ
ー
を
欠
い

た
１
９
３
０
年
協
会
は
、
急
速
に
弱

体
化
し
ま
す
。
１
９
３
０
年
に
開
催

さ
れ
た
第
５
回
記
念
展
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
盛
況
を
呈
す
一
方
で
、
組

織
の
足
並
み
に
は
乱
れ
が
生
じ
ま
し

た
。

　
そ
の
な
か
で
、
１
９
３
０
年
11
月
、

１
９
３
０
年
協
会
を
継
承
、
発
展
さ

せ
る
か
た
ち
で
発
足
し
た
の
が
、
独

立
美
術
協
会
で
す
。
会
員
が
既
存
の

美
術
団
体
に
在
籍
し
た
ま
ま
活
動
し

て
い
た
１
９
３
０
年
協
会
と
は
異
な

り
、
独
立
美
術
協
会
は
、
「
既
成
団

体
よ
り
絶
縁
」
し
、
「
新
時
代
の
美

術
を
確
立
」
す
る
こ
と
を
謳う

た

っ
て
い

ま
し
た
。
創
立
メ
ン
バ
ー
は
、
二
科

会
の
里
見
勝
蔵
、
児
島
善
三
郎
、
林

重
義
、
林
武
、
川
口
軌
外
、
小
島
善

太
郎
、
中
山
巍
、
鈴
木
亜
夫
、
鈴
木

保
徳
、
春
陽
会
の
三
岸
好
太
郎
、
国

画
会
の
高
畠
達
四
郎
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
帰
国
し
た
伊
藤
廉
、
福
沢
一
郎
、

清
水
登
之
で
す
。

　
１
９
３
１
年
１
月
に
開
催
さ
れ
た

第
１
回
展
は
、
日
本
的
フ
ォ
ー
ヴ
ィ

ス
ム
が
多
数
を
占
め
つ
つ
も
幅
広
い

作
風
の
作
品
群
が
会
場
を
彩
り
ま
し

た
。
会
員
の
鈴
木
亜
夫
を
し
て
「
そ

れ
は
作
品
の
洪
水
で
あ
っ
た
」
と
言

わ
し
め
た
、
１
９
３
０
年
協
会
の
勢

い
そ
の
ま
ま
の
大
盛
況
の
船
出
で
し

た
。
ま
た
、
こ
の
第
１
回
展
で
は
、

昭和の洋画を切り拓く　
佐伯祐三、前田寛治、
里見勝蔵たちの若き情熱

福
沢
一
郎
の
滞
欧
作
が
特
別
陳
列
さ

れ
、
日
本
で
初
め
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
作
風
が
本
格
的
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
以
上
、
ざ
っ
と
１
９
３
０
年
協
会

と
独
立
美
術
協
会
の
創
立
の
あ
ら
ま

し
を
述
べ
ま
し
た
。
多
く
の
画
家
た

ち
が
独
自
の
表
現
を
磨
く
場
と
な
っ

た
両
団
体
は
、
今
で
は
日
本
近
代
洋

画
史
を
概
観
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。
本
展
で
は
、
そ
の
二

つ
の
美
術
団
体
で
活
躍
し
、
一
躍
時

代
の
寵ち

ょ
う
じ児
と
な
っ
た
若
き
画
家
た
ち

の
挑
戦
を
約
70
点
の
作
品
か
ら
た
ど

り
ま
す
。
そ
の
情
熱
は
、
今
な
お
輝

き
を
失
わ
ず
、
私
た
ち
を
魅
了
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

三岸好太郎《雲の上を飛ぶ蝶》
1934年　東京国立近代美術館

前田寛治《メーデー》1924年頃　個人蔵

Information
昭和の洋画を切り拓く　 
佐伯祐三、前田寛治、里見勝蔵たちの若き情熱
【会場】北九州市立美術館分館（リバーウォーク北九州5F）
【会期】7月14日（金）～8月27日（日）※会期中無休
【開館時間】午前10時～午後6時（入館は午後5時30分まで）
【観覧料】一般1100円（900円）　高大生600円（400円）
小中生400円（300円）
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金
※こども文化パスポートの適用あり
障害者手帳提示の方は無料
年長者施設利用証提示の方は2割減免
【お問合せ】093(562)3215

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

山 下 理 恵 Rie Yamashita

6月7日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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Information
北九州市立松本清張記念館 
北九州市小倉北区城内2の3

【開館時間】
午前9時30分～午後6時
（入館は午後5時30分まで）
【常設展観覧料】
一般500円　中高生300円　小学生200円
※こども文化パスポートの適用あり
【お問合せ】
093（582）2761

　
「
そ
の
本
を
手
に
取
っ
た
き
っ
か

け
は
？
」
と
尋
ね
た
と
き
、
「
近
し

い
人
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
」
、
「
家

の
本
棚
な
ど
、
身
近
な
場
所
に
あ
っ

た
か
ら
」
、
「
面
白
い
と
聞
い
た
か

ら
」
と
い
う
答
え
と
並
ん
で
、
「
映

画
・
ド
ラ
マ
で
見
た
か
ら
」
と
い
う

も
の
が
多
い
の
が
、
松
本
清
張
の
大

き
な
特
徴
の
一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
好
き
な
清
張
作
品
、
印
象
的
な
作

品
の
人
気
投
票
で
も
、
映
画
化
・
ド

ラ
マ
化
さ
れ
た
も
の
が
必
ず
上
位
に

入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
映
画
は

36
本
、
ド
ラ
マ
は
記
録
が
確
か
な
も

の
だ
け
で
も
６
０
０
本
近
く
制
作
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
映
画
で
人
気
の
筆
頭
を

争
う
『
砂
の
器
』
〔
野
村
芳
太
郎
監

督
、
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
、
松

竹
〕
は
、
「
映
像
を
先
に
知
っ
た
」

と
い
う
人
が
最
も
多
い
作
品
の
一
つ

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
『
砂
の
器
』
は

５
度
に
わ
た
っ
て
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化

も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
映
画

が
最
も
人
気
で
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
シ
ー
ン
に
つ
い
て
こ
こ
で
語
り
は

じ
め
る
と
あ
っ
さ
り
と
紙
幅
が
尽
き

て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
自
重
し
ま
す

が
、
映
像
な
ら
で
は
の
表
現
で
、
見

る
者
に
強
い
印
象
を
残
し
ま
す
。

　
映
画『
砂
の
器
』は
原
作〔
61（
昭

和
36
）
年
〕
か
ら
大
胆
に
脚
色
さ
れ

て
い
ま
す
。
公
開
時
に
も
驚
か
れ
た

よ
う
で
す
が
、
し
か
し
深
い
感
動
と

と
も
に
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し

た
。
映
画
雑
誌
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
で

２
位
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
数
々
の
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
清
張
は
、
自
作
の
映
像
化
に
つ
い

て
、
ま
ず
活
字
と
映
像
と
の
表
現
の

差
異
に
理
解
を
示
し
た
う
え
で
「
映

像
は
原
作
を
忠
実
に
追
う
の
で
は
な

く
、
原
作
の
精
神
な
り
テ
ー
マ
な
り

を
生
か
す
た
め
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を

強
調
す
る
た
め
に
原
作
を
ば
ら
ば
ら

に
分
解
し
て
、
映
像
む
き
に
再
構
成

す
べ
き
が
理
想
」
だ
と
し
、
映
像
表

現
な
ら
で
は
の
「
人
間
的
な
興
味
」

を
喚
起
す
る
、
つ
ま
り
人
間
が
魅
力

的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

「
面
白
さ
」
を
求
め
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
必
ず
し
も
意
に
沿

う
作
品
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
そ
れ
は
原
作
と
の
乖か

い

離り

の

た
め
で
は
な
く
、
制
作
者
の
「
面
白

さ
」
の
解
釈
が
異
な
っ
た
と
き
、
つ

ま
り
低
俗
な
面
白
さ
だ
け
を
求
め
る

作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
だ
と

語
っ
て
い
ま
す
。
映
画
『
砂
の
器
』

は
、
清
張
自
身
も
「
映
画
と
し
て
原

作
以
上
の
出
来
」
と
高
く
評
価
し
て

い
ま
す
。

　
清
張
作
品
で
初
め
て
映
画
化
さ
れ

た
の
は
57
（
昭
和
32
）
年
の
『
顔
』

〔
大
曾
根
辰
保
監
督
、
松
竹
〕
で
し

た
。
58
（
昭
和
33
）
年
に
『
点
と
線
』

が
人
気
を
博
し
た
の
も
追
い
風
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
か
ら
た

っ
た
５
年
の
間
に
15
も
の
作
品
が
映

画
化
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
、
映
画
の

入
場
者
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
が
58

（
昭
和
33
）
年
で
す
か
ら
、
ち
ょ
う

ど
日
本
映
画
の
黄
金
期
に
清
張
作
品

は
映
像
と
し
て
も
愛
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
引
き
続
き
テ
レ
ビ
の

普
及
に
と
も
な
い
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

化
も
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

清
張
作
品
は
監
督
や
脚
本
家
と
い
っ

た
制
作
者
た
ち
の
創
作
意
欲
を
刺
激

し
、
役
者
の
意
欲
も
か
き
た
て
ま
し

た
が
、
清
張
自
身
も
自
作
の
映
像
化

に
好
意
的
だ
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
し

た
。

　
と
こ
ろ
で
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
の

回
数
が
最
も
多
い
作
品
は
何
だ
と
思

わ
れ
ま
す
か
？　
答
え
は
最
初
の
映

画
化
作
品
で
も
あ
る
『
顔
』
で
す
。

原
作
は
56
（
昭
和
31
）
年
の
発
表
と
、

ご
く
初
期
の
清
張
作
品
の
一
つ
で
す
。

こ
の
『C

ulC
ul

・
か
る
か
る
』
の

読
者
に
も
、
映
像
で
見
た
記
憶
を
お

持
ち
の
か
た
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
清
張
作
品
の
初
め
て
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
化
は
映
画
化
と
同
じ

57
（
昭
和
32
）
年
な
の
で
、
実
は
今

年
は
ち
ょ
う
ど
60
年
を
数
え
ま
す
。

　
今
年
は
松
本
清
張
の
没
後
25
年
で

も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
い
く
つ
か
映

像
化
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
亡
く

な
っ
て
四
半
世
紀
を
経
て
も
な
お
衰

え
な
い
清
張
作
品
の
魅
力
を
、
こ
の

機
会
に
活
字
で
も
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

「宿命」（映画『砂の器』のメインテーマ）の
サウンドトラックレコード

映
像
で
楽
し
む
清
張
作
品

映画『砂の器』のパンフレット

hiroba
文芸

清張アラカルト
北九州市立松本清張記念館　学芸員

小 野 芳 美 Yoshimi Ono

6月7日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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５
月
５
日
・
６
日
、
北
九
州
芸
術

劇
場
小
劇
場
に
て
『
高
校
演
劇
春
フ

ェ
ス
17
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
こ
で
も
何
度
か
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
北
九
州

市
の
高
校
演
劇
部
は
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
『
北
九
州
地
区
大
会
』
に
出
場

し
、
そ
こ
で
優
秀
校
に
選
ば
れ
れ
ば

『
福
岡
県
大
会
』
『
九
州
大
会
』

『
全
国
大
会
』
へ
と
駒
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
ー

ル
形
式
で
あ
る
た
め
、
規
定
の
上
演

時
間
（
１
時
間
）
を
１
分
で
も
過
ぎ

れ
ば
失
格
に
な
っ
て
し
ま
う
し
、
多

数
の
学
校
が
同
じ
舞
台
を
使
う
関
係

で
、
照
明
や
舞
台
装
置
も
単
独
公
演

の
と
き
と
比
べ
て
自
由
度
が
違
う
。

　
そ
こ
で
、
各
学
校
が
も
っ
と
自
由

に
舞
台
表
現
を
楽
し
み
、
経
験
値
を

上
げ
、
地
区
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
ろ
う
と
い
う
目
的
で
始
め
ら
れ

た
の
が
こ
の
『
春
フ
ェ
ス
』
で
あ
る
。

　
今
年
の
参
加
校
は「
ひ
び
き
高
校
」

「
八
幡
高
校
」
「
中
間
高
校
」
そ
し

て
、
久
留
米
の
「
明
善
高
校
」
、
大

分
県
よ
り
「
大
分
豊
府
高
校
」
の
５

校
。
他
地
区
の
学
校
の
優
れ
た
作
品

を
観み

ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
こ
の
企

画
の
魅
力
の
一
つ
だ
ろ
う
。
福
岡
県

内
で
も
最
近
め
き
め
き
と
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
て
い
る
筑
後
地
区
の
明
善
高

校
や
、
全
国
大
会
出
場
経
験
も
あ
り
、

毎
年
完
成
度
の
高
い
作
品
を
創
り
続

け
て
い
る
大
分
豊
府
高
校
の
作
品
は
、

高
校
生
だ
け
で
な
く
大
人
の
観
客
に

も
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
だ
っ
た
。

　
会
場
が
小
劇
場
と
い
う
こ
と
で
、

中
学
生
を
含
め
て
一
般
に
供
さ
れ
る

チ
ケ
ッ
ト
数
が
少
な
か
っ
た
の
が
残

念
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
の
〝
小
劇

場
〟
と
い
う
空
間
は
、
高
校
生
に
と

っ
て
は
と
て
も
良
い
空
間
だ
と
思
う
。

観
客
と
の
距
離
が
近
く
、
〝
良
い
舞

台
作
品
に
は
必
ず
、
演
じ
る
側
と
見

る
側
の
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
〟
と
い
う
こ
と
を
実
感
し

や
す
い
。

　
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
動
き
が

把
握
し
や
す
い
の
も
小
劇
場
の
良
い

と
こ
ろ
の
一
つ
だ
。
高
校
生
た
ち
は

こ
の
企
画
を
通
し
て
、
舞
台
で
何
か

を
や
ろ
う
と
す
る
と
、
と
ん
で
も
な

い
数
の
人
間
が
そ
れ
に
向
か
っ
て
動

か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
知
る
だ
ろ

う
。
そ
し
て
そ
の
人
間
一
人
一
人
が

違
う
考
え
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

同
じ
方
向
へ
持
っ
て
い
く
に
は
、
や

は
り
、
と
ん
で
も
な
く
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
だ
。
こ
の
『
春
フ
ェ

ス
』
は
、
北
九
州
芸
術
劇
場
と
い
う

優
れ
た
劇
場
を
使
っ
た
、
な
ん
と
も

贅ぜ
い

沢た
く

な
〝
生
き
る
練
習
〟
で
あ
る
よ

う
に
思
う
。

　
さ
て
、
〝
高
校
生
と
演
劇
〟
と
い

う
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
関
連
し
て
も
う
一

ネ
タ
。
私
事
で
あ
る
が
、
今
年
の
春

か
ら
、
下
関
の
「
梅
光
学
院
中
学
校

・
高
等
学
校
」
に
通
う
こ
と
に
な
っ

た
。
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
２
年
生

ま
で
の
12
ク
ラ
ス
で
、週
に
１
回「
演

劇
＝
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ド
ラ
マ
」

の
授
業
を
す
る
た
め
だ
。
学
校
に
お

け
る
、
長
期
・
短
期
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
企
画
は
今
ま
で
も
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
が
、
学
校
の
〝
教
科
〟
と

し
て
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ド
ラ
マ
を

取
り
入
れ
た
学
校
は
日
本
で
も
少
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
私
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
経
験

だ
。

　
北
九
州
市
に
は
東
筑
紫
学
園
高
等

学
校
の
「
演
劇
類
型
」
（
午
前
中
は

普
通
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
た

授
業
を
受
け
、
午
後
か
ら
専
門
分
野

の
教
科
を
学
ぶ
コ
ー
ス
）
が
あ
り
、

演
劇
の
技
術
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
や
、
他
者
を
受

け
入
れ
つ
つ
自
分
の
表
現
を
豊
か
に

し
て
い
く
、
と
い
っ
た
授
業
を
行
っ

て
い
る
。
た
ま
に
卒
業
生
に
会
っ
て
、

「
優
れ
た
社
会
性
を
身
に
付
け
た
大

人
」
に
な
っ
た
と
、
演
劇
の
持
つ
力

の
深
さ
を
感
じ
て
う
れ
し
く
な
る
。

　
梅
光
学
院
で
は
、
年
間
を
通
し
て

じ
っ
く
り
、
丁
寧
に
「
自
己
表
現
」

や
「
他
者
理
解
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
授
業
を

展
開
す
る
予
定
だ
。
こ
の
授
業
で
、

生
徒
た
ち
や
学
校
が
ど
う
変
わ
っ
て

い
く
の
か
。
こ
こ
で
ご
紹
介
で
き
る

よ
う
な
事
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
、
そ
の
経
験
を
北
九

州
市
の
現
場
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
、

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

高校生と演劇

『高校演劇春フェス17』会場の様子

『高校演劇春フェス17』会場の様子

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka

6月1日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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こ
の
夏
、
北
九
州
市
立
文
学
館
に

日
本
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
金
字
塔
、〈
守

り
人
〉
の
世
界
が
や
っ
て
き
ま
す
！

 

「
精
霊
の
守
り
人
」か
ら〈
守
り
人
〉

シ
リ
ー
ズ
へ

　
女
用
心
棒
バ
ル
サ
と
皇
子
チ
ャ
グ

ム
を
主
人
公
と
す
る
壮
大
な
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
〈
守
り
人
〉
シ
リ
ー
ズ
は
、

１
９
９
６
年
に
発
表
さ
れ
た
第
１
作

「
精
霊
の
守
り
人
」
に
始
ま
り
ま
す
。

　
腕
利
き
の
用
心
棒
バ
ル
サ
は
、
精

霊
の
卵
を
宿
し
、
命
を
狙
わ
れ
る
皇

子
チ
ャ
グ
ム
を
守
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
チ
ャ
グ
ム
を
疎
み
、
刺
客
を
放

つ
の
は
父
で
あ
る
帝
で
す
。
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
異
界
や
先
住
民
族
の
足
跡

と
交
差
し
な
が
ら
、
建
国
神
話
の
謎

へ
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　
巻
を
重
ね
る
う
ち
、
バ
ル
サ
は
自

ら
の
過
去
と
対た

い

峙じ

し
ま
す
。
聡そ

う

明め
い

で

勇
敢
な
少
年
へ
と
成
長
し
た
チ
ャ
グ

ム
は
祖
国
の
危
機
に
立
ち
向
か
い
ま

す
。

　
全
12
巻
に
わ
た
る
〈
守
り
人
〉
シ

リ
ー
ズ
は
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観

が
混
交
す
る
多
文
化
共
生
の
世
界
観

を
感
動
的
に
描
い
た
大
河
作
品
で
す
。

作
家
・
上
橋
菜
穂
子

　
作
者
の
上
橋
菜
穂
子
さ
ん
は
、
89

年
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
「
精
霊
の
守

り
人
」
「
獣
の
奏
者
」
「
鹿
の
王
」

（
２
０
１
５
年
、
本
屋
大
賞
受
賞
）

な
ど
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
。
文
化
人
類
学
者
と
し
て

の
知
見
が
ち
り
ば
め
ら
れ
る
傑
出
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
、
多
様
性

（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）
へ
の
深
い
関

心
と
理
解
が
世
界
中
で
支
持
さ
れ
、

各
国
で
翻
訳
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
の
作
家
活
動
に
対
し
て
、

14
年
、
上
橋
さ
ん
へ
児
童
文
学
に
お

け
る
最
高
の
賞
と
言
わ
れ
る
〈
国
際

ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
〉
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
日
本
人
と
し
て
は
詩
人
の
ま
ど

・
み
ち
お
さ
ん
に
続
く
快
挙
で
す
。

本
展
の
み
ど
こ
ろ

①
作
品
の
執
筆
資
料
や
文
化
人
類
学

の
研
究
資
料
、
物
語
を
彩
っ
て
き
た

挿
画
な
ど
の
〈
守
り
人
〉
関
連
資
料

の
ほ
か
、
作
家
自
ら
が
本
展
の
た
め

に
語
り
下
ろ
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映

像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

②
〈
守
り
人
〉
シ
リ
ー
ズ
の
豊
か
な

世
界
は
他
ジ
ャ
ン
ル
で
も
展
開
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
人
気
を
集
め
た
ア
ニ

メ
や
漫
画
版
の
資
料
、
綾
瀬
は
る
か

さ
ん
を
主
演
に
16
年
か
ら
放
映
さ
れ

て
い
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
使
用
衣
装

や
小
道
具
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
マ
は
今
年
11
月
に
最
終
章
が

始
ま
り
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
１
、
２
を

ご
覧
に
な
っ
た
方
も
、
ま
だ
の
方
も
、

本
展
で
し
っ
か
り
予
習
復
習
い
た
だ

け
ま
す
。

③
特
に
お
す
す
め
の
み
ど
こ
ろ
は
、

〈
ナ
ユ
グ
〉
の
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
す
。
〈
ナ
ユ
グ
〉
と
は
、

作
中
の
〈
こ
の
世
＝
サ
グ
〉
と
つ
な

が
り
、
重
な
る
異
世
界
で
す
。
〈
サ

グ
〉
の
中
に
も
〈
ナ
ユ
グ
〉
を
感
じ

た
り
、
視み

た
り
で
き
る
呪
術
師
や
異

能
者
が
い
ま
す
。

　
こ
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

普
段
は
見
え
な
い
け
れ
ど
確
か
に
存

在
す
る
〈
ナ
ユ
グ
〉
の
世
界
を
表
現

し
て
い
ま
す
。

上橋菜穂子

〈守り人〉シリーズ全12巻、偕成社／画：二木真希子、佐竹美保

絵◎佐竹美保《サグとナユグ
―混じり合う世界―》2016年

映像インスタレーション

Information
上橋菜穂子と〈精霊の守り人〉展
【会場】北九州市立文学館
【会期】7月22日（土）～9月3日（日）
【開館時間】午前9時30分～午後6時（入館は午後5時30分まで）
※7月22日は開会式のため、展示室入場は午前10時30分から
【観覧料】一般500円　中高生200円　小学生100円
※こども文化パスポートの適用あり
各種割引あり、詳しくはチラシか文学館ホームページをご覧ください
【お問合せ】093（571）1505

Event
上橋菜穂子と〈精霊の守り人〉展 
開会記念講話　ドラマ「精霊の守り人」を語る

【日時】7月22日（土）　午前11時～正午

【講師】�片岡敬司さん（NHK大河ファンタジー
「精霊の守り人」監督）

【会場】北九州市立文学館

　
多
く
の
す
ぐ
れ
た
文
学
が
越
境
的

で
あ
る
よ
う
に
、
上
橋
作
品
も
〈
児

童
文
学
〉
と
い
う
枠
を
超
え
て
幅
広

い
読
者
を
獲
得
し
て
き
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。

　
本
展
を
き
っ
か
け
に
上
橋
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ん
が

紡
ぐ
〈
物
語
の
力
〉
に
ぜ
ひ
出
会
っ

て
く
だ
さ
い
。

Cul
Cul特集 51

上橋菜穂子と〈精霊の守り人〉展
学芸員　中西 由紀子  Yukiko Nakanishi

北九州市立文学館

6月9日（金）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

7
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2017

Vol.51心
を
向
け
て
。

特集
北九州市立文学館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
埋蔵文化財｜遺跡からのメッセージ
音楽｜いろはにぴあの
CulCul かるかるニュース
障害者芸術の情報発信拠点として

「かがやきアートギャラリー」を市役所１階にオープン 

6月1日（木）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


